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シニアワークプログラム地域事業……高齢者の就職・就業のための講習会（静岡労働局から受託）
　　川根本町シルバー人材センターでは、７月７日から７日間の日程で【家事援助】講習会を実施。初日は特別養護老人ホーム
「とこは」で介護の生の現場を研修しました。また、施設での食事を皆様としながら、諸田施設長から「介護の現状と課題」につ
いて講話をいただき介護への心構えを学びました。

シニア就業支援プログラム（略称:SSP）事業

「シニア就業支援プログラム（略称：SSP）事業」は、厚生労働省が平成２１年度に新規事業
として立ち上げた事業です。静岡県シルバー人材センター連合会(県シ連)が厚生労働省の委託を受け推進
しています。

《事業のご案内》
　●離職中の５５歳以上のシニアで登録された方々に対し、県シ連からセミナーや講習会等の情報提供を
　　します。
　●こうした中から多様な社会参加能力を修得できます。希望者は無料で参加できます。
　●また、企業、団体に求人ニーズ調査・開拓を実施して、希望する登録者には企業、団体へ登録者の情
　　報を提供します。就職希望者にはハローワークにて企業とのマッチングを行います。
　●県シ連では、登録者で60歳以上の方にはシルバー入会をお勧めします。各センターでは入会問い合
　　せの方や入会されなかった方に、この事業への登録をお勧めください。

離職中または離職が予定されるシニアの

職業経験、技術、技能を登録していただき、

就職、就業、ボランティア活動等の多様な

社会参加を応援します。
各地で始まったシルバー講習会

事業の流れ

※詳細及び参加登録はこちらから

※個人情報保護法に則り適正に取扱います。

http://www.shizuoka-ksjc-ssp.ne.jp 検  索
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平成２１・２２年度

県シルバー人材センター連合会役員決まる

　
平
成
20
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算
承
認
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任

　
平
成
21
年
６
月
17
日（
水
）午
後
１
時
か
ら
ホ
テ
ル
プ
リ
ヴ
ェ
静
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
静
岡
市
）で
、県
内
36
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
を
は
じ
め
と
す
る
正
会
員
と
、市
町
関
係
者
か
ら
な
る
賛
助
会
員
な
ど
百
名
の
出
席
の
も
と
開

催
し
、平
成
20
年
度
事
業
報
告・収
支
決
算（
５
億
９
百
万
円
余
）が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
堀
江
龍
一
静
岡
県
議
会
副
議
長
、岩
本
俊
也
静
岡
労
働
局
長
、堀
川
知
廣
静
岡
県
産
業
部
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
１
回
理
事
会（
総
会
の
休
憩
時
に
開
催
）で
、会
長
・
副
会
長
・
常
務
理
事
が
選
任
さ
れ
平
成
２１
・
２２

年
度
の
新
し
い
執
行
部
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　役員を退任された４名の方 〈々写真左から池田庄次さん（大井川町
SC理事長）、永田幸夫さん（岡部町SC理事長）、早川諭さん（菊川市
SC理事長）、長谷川隆司さん（富士川町SC理事長）〉に感謝状が授与
されました。　
　県シルバー人材センター連合会の役員としてご活躍くださりありがと
うございました。　

第２６回通常総会（平成２１年６月１７日）にて、前役員の
任期満了に伴い新たな役員が選任されました。
２年間よろしくお願いします。

　
平
成
21
年
６
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

故 
柴
田
美
規
男 

氏

（
新
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長・県
シ
連
理
事
）

新会長に大村脩平氏
（伊東市シルバー人材センター理事長）

理　事
黒柳榮一氏
（島田市シルバー人材センター）

理　事
大井市郎氏
（藤枝市シルバー人材センター）

理　事
内藤　 鈞氏
（牧之原市シルバー人材センター）

理　事
大石　 茂氏
（吉田町シルバー人材センター）

理　事
岩﨑　 豊氏
（沼津市シルバー人材センター）

理　事
矢部良雄氏
（富士市シルバー人材センター）

理　事
土屋文吾氏
（御殿場市シルバー人材センター）

理　事
宇田徳孝氏
（伊豆の国市シルバー人材センター）

副会長
森竹武人氏
（静岡市シルバー人材センター）

副会長
桐田　 功氏
（掛川市シルバー人材センター）

常務理事
遠藤幸久氏
（県シ連事務局長）

理　事
前嶋文雄氏
（浜松市シルバー人材センター）

理　事
鈴木寛次氏
（磐田市シルバー人材センター）

理　事
鈴木　 弘氏
（袋井・森地域シルバー人材センター）

理　事
松本　 猛氏
（御前崎市シルバー人材センター）

理　事
内村良二氏
（三島市シルバー人材センター）

理　事
増田久吉氏
（焼津市シルバー人材センター）

第
26
回
通
常
総
会

訃
報
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会員数（人）

会員数の推移

契約金額（千円）

男性 女性 計
14,486 7,331 21,817

契約件数（件）
公共事業 民間事業 計
6,897 104,041 19,036110,938

契約金額（千円） 就業実
人員（人）公共事業 民間事業 計

2,245,635 8,884,425 11,130,060

　
第
26
回
総
会
の
記
念
講
演
は
、「
最
新
の
朝
鮮
半

島
情
勢
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。講
師
の
伊
豆

見
先
生
は
国
際
情
勢
の
分
析
等
々
で
Ｔ
Ｖ・雑
誌
で
お

馴
染
み
。１
９
５
０
年
東
京
都
生
れ
。95
年
か
ら
現
職
。

　
韓
国
前
大
統
領
の
自
殺
問
題
か
ら
北
朝
鮮
の
外

交
能
力
、科
学
技
術
力
、金
正
日
書
記
の
健
康
問
題
、

後
継
者
問
題
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
か
か
る
日
本
の
対

応
等
最
新
の
話
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し

た
。

①年度末の会員数は、対前年度比２２６人、１．０％増。新入会員は３，０３７人。退会者は２，811人。
　増加したといえどもピークの平成１６年度比で６２８人減少しています。
②契約件数は、対前年度比1,809件、1.6％減少。契約金額は対前年度比4億6千9百万円余、4.0％減少。
③市町の合併によりセンターも統合し、平成１９年度の４１から２０年度は３９となり、２１年度は３６となっています。
※経済不況の中、高齢者の雇用失業情勢は大変厳しいため入会希望者は増加傾向にある。反面受注は民間
事業所からの仕事の打ち切り等で減少傾向となっている。今後は独自事業等新たな事業の取組みによる活
性化をはかるよう期待しています。

最
新
の
朝
鮮
半
島
情
勢

に
つ
い
て

講
師
　
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部

　
　
　
兼
国
際
関
係
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
見
　
元
　
氏

い    

ず   

み
　     

は
じ
め

役職員
研修会

シルバー講習会の
ご案内
シルバー講習会の
ご案内

7月までに開講したものは記載してありません。

高齢者のみなさん、
チャレンジして
みませんか!!

あなたの地域の
シルバー人材センターに
加入し、みんなで生きがいを

創りましょう！

詳しくは、お近くのシルバー人材センターまで

受講料無料
受講対象者

申込期間

申 込 先

定 員

60歳代前半層の方なら

※応募者多数の場合は選考・抽選とします。

あなたの
各 名20

ま ち

のシルバーへ地域
開講日の ヶ月前から 日前まで2 15

どなたでも

●ヘルパー2級資格取得

伊 東 市
浜松市（浜北）
牧 之 原 市
富 士 市
新 居 町
静 岡 市
掛 川 市
沼 津 市
袋井・森地域

9月3日～10月23日
9月10日～12月8日
9月15日～12月9日
10月5日～12月3日
10月20日～1月13日
11月10日～1月20日
11月25日～2月19日
12月9日～2月16日
12月18日～2月26日

21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日

実施センター 実 施 期 間 日数
●庭園サービス

御 殿 場 市
沼 津 市
三 島 市
伊豆の国市
富 士 宮 市

9月28日～10月6日
9月14日～9月18日
10月1日～10月9日
11月9日～11月13日

2月予定

7日
5日
7日
5日
5日

実施センター 実 施 期 間 日数
●農業支援

函 南 町 1月25日～1月29日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

●表具サービス

伊 東 市 9月7日～9月11日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

●筆耕

※日程は会場、講師等の都合により変更する場合が
　あります。

富 士 市
伊 東 市
三 島 市
熱 海 市

8月20日～9月17日
10月22日～11月19日
11月4日～11月10日
11月16日～11月20日

10日
5日
5日
5日

実施センター 実 施 期 間 日数

●マンション管理実務者

静 岡 市
伊 東 市
浜 松 市

8月17日～8月25日
10月6日～10月16日
2月16日～2月24日

7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●家事・子育て支援

浜松市（浜北）
清 水 町
藤 枝 市
沼 津 市
浜松市（浜松）
静 岡 市

8月17日～9月4日
9月20日～10月30日
10月9日～10月23日
10月22日～11月26日
11月5日～11月25日
2月1日～2月12日

7日
7日
7日
7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●フォークリフト

浜 松 市
静 岡 市

11月5日～12月4日
11月9日～11月30日

6日
6日

実施センター 実 施 期 間 日数

●造園緑化

静 岡 市
富 士 市
島 田 市
函 南 町
浜 松 市

8月24日～9月1日
9月28日～10月7日

10月15日～10月23日
11月9日～11月17日

2月1日～2月9日

7日
7日
7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●造園サービス

牧 之 原 市
袋井・森地域

9月29日～10月7日
11月17日～11月26日

7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●庭園サービス・剪定

川 根 本 町 10月19日～10月22日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

NEW

平成２０年度　県内全センターの実績

平成２１年度ＳＰ（シニア・ワーク・プログラム）地域事業
就職・就業に役立つ技能の修得にチャレンジしましょう!!

会員は増加、契約件数・契約金額はともに減少

平成２１年度ＳＰ（シニア・ワーク・プログラム）地域事業
就職・就業に役立つ技能の修得にチャレンジしましょう!!

20000

20500

21000

21500

22000

22500

H12年度

20,860

21,338

21,819

22,222

22,445
22,291

22,384

21,591

21,817

H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

公共事業
（20.2％）
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8,884,425



平成21年8月1日 静岡県シ連だより 第28号（4）平成21年8月1日静岡県シ連だより第28号（5）

会員数（人）

会員数の推移

契約金額（千円）

男性 女性 計
14,486 7,331 21,817

契約件数（件）
公共事業 民間事業 計
6,897 104,041 19,036110,938

契約金額（千円） 就業実
人員（人）公共事業 民間事業 計

2,245,635 8,884,425 11,130,060

　
第
26
回
総
会
の
記
念
講
演
は
、「
最
新
の
朝
鮮
半

島
情
勢
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。講
師
の
伊
豆

見
先
生
は
国
際
情
勢
の
分
析
等
々
で
Ｔ
Ｖ・雑
誌
で
お

馴
染
み
。１
９
５
０
年
東
京
都
生
れ
。95
年
か
ら
現
職
。

　
韓
国
前
大
統
領
の
自
殺
問
題
か
ら
北
朝
鮮
の
外

交
能
力
、科
学
技
術
力
、金
正
日
書
記
の
健
康
問
題
、

後
継
者
問
題
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
か
か
る
日
本
の
対

応
等
最
新
の
話
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し

た
。

①年度末の会員数は、対前年度比２２６人、１．０％増。新入会員は３，０３７人。退会者は２，811人。
　増加したといえどもピークの平成１６年度比で６２８人減少しています。
②契約件数は、対前年度比1,809件、1.6％減少。契約金額は対前年度比4億6千9百万円余、4.0％減少。
③市町の合併によりセンターも統合し、平成１９年度の４１から２０年度は３９となり、２１年度は３６となっています。
※経済不況の中、高齢者の雇用失業情勢は大変厳しいため入会希望者は増加傾向にある。反面受注は民間
事業所からの仕事の打ち切り等で減少傾向となっている。今後は独自事業等新たな事業の取組みによる活
性化をはかるよう期待しています。

最
新
の
朝
鮮
半
島
情
勢

に
つ
い
て

講
師
　
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部

　
　
　
兼
国
際
関
係
学
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
見
　
元
　
氏

い    

ず   

み
　     

は
じ
め

役職員
研修会

シルバー講習会の
ご案内
シルバー講習会の
ご案内

7月までに開講したものは記載してありません。

高齢者のみなさん、
チャレンジして
みませんか!!

あなたの地域の
シルバー人材センターに
加入し、みんなで生きがいを

創りましょう！

詳しくは、お近くのシルバー人材センターまで

受講料無料
受講対象者

申込期間

申 込 先

定 員

60歳代前半層の方なら

※応募者多数の場合は選考・抽選とします。

あなたの
各 名20

ま ち

のシルバーへ地域
開講日の ヶ月前から 日前まで2 15

どなたでも

●ヘルパー2級資格取得

伊 東 市
浜松市（浜北）
牧 之 原 市
富 士 市
新 居 町
静 岡 市
掛 川 市
沼 津 市
袋井・森地域

9月3日～10月23日
9月10日～12月8日
9月15日～12月9日
10月5日～12月3日
10月20日～1月13日
11月10日～1月20日
11月25日～2月19日
12月9日～2月16日
12月18日～2月26日

21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日
21日

実施センター 実 施 期 間 日数
●庭園サービス

御 殿 場 市
沼 津 市
三 島 市
伊豆の国市
富 士 宮 市

9月28日～10月6日
9月14日～9月18日
10月1日～10月9日
11月9日～11月13日

2月予定

7日
5日
7日
5日
5日

実施センター 実 施 期 間 日数
●農業支援

函 南 町 1月25日～1月29日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

●表具サービス

伊 東 市 9月7日～9月11日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

●筆耕

※日程は会場、講師等の都合により変更する場合が
　あります。

富 士 市
伊 東 市
三 島 市
熱 海 市

8月20日～9月17日
10月22日～11月19日
11月4日～11月10日
11月16日～11月20日

10日
5日
5日
5日

実施センター 実 施 期 間 日数

●マンション管理実務者

静 岡 市
伊 東 市
浜 松 市

8月17日～8月25日
10月6日～10月16日
2月16日～2月24日

7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●家事・子育て支援

浜松市（浜北）
清 水 町
藤 枝 市
沼 津 市
浜松市（浜松）
静 岡 市

8月17日～9月4日
9月20日～10月30日
10月9日～10月23日
10月22日～11月26日
11月5日～11月25日
2月1日～2月12日

7日
7日
7日
7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●フォークリフト

浜 松 市
静 岡 市

11月5日～12月4日
11月9日～11月30日

6日
6日

実施センター 実 施 期 間 日数

●造園緑化

静 岡 市
富 士 市
島 田 市
函 南 町
浜 松 市

8月24日～9月1日
9月28日～10月7日

10月15日～10月23日
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2月1日～2月9日

7日
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7日
7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●造園サービス

牧 之 原 市
袋井・森地域

9月29日～10月7日
11月17日～11月26日

7日
7日

実施センター 実 施 期 間 日数

●庭園サービス・剪定

川 根 本 町 10月19日～10月22日 5日
実施センター 実 施 期 間 日数

NEW

平成２０年度　県内全センターの実績

平成２１年度ＳＰ（シニア・ワーク・プログラム）地域事業
就職・就業に役立つ技能の修得にチャレンジしましょう!!

会員は増加、契約件数・契約金額はともに減少

平成２１年度ＳＰ（シニア・ワーク・プログラム）地域事業
就職・就業に役立つ技能の修得にチャレンジしましょう!!
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22000
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H12年度
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22,222

22,445
22,291

22,384
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21,817

H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

公共事業
（20.2％）
2,245,635

民間事業
（79.8％）
8,884,425
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重篤事故発生状況

全国のシルバー人材センターにおける事故発生状況

事故発生状況（件）

全　国

就業延べ人員１万人に対する事故件数

静岡県

就業中 就業途上

H15

48
53

63
57 53

35

年　度
平成15年度
平成16年度
平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度

762 ,289  
772 ,197  
765 ,468  
761 ,047  
754 ,391  
764 ,162  

6 ,332  
6 ,740  
7 ,042  
7 ,269  
7 ,381  
7 ,258  

5 ,778  
5 ,672  
5 ,879  
5 ,900  
5 ,836  
5 ,768  

0 .91  
0 .84  
0 .83  
0 .81  
0 .79  
0 .79  

会員数（人） 就業延べ人数（万人日） 事故発生状況（件） 就業延べ人員１万人に
対する事故件数

H15

4 4

3 3

1

2

H16 H16H17 H17H18 H18H19 H19H20

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H15 H16 H17 H18 H19 H20

H20

5550
5600
5650
5700
5750
5800
5850
5900
5950

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90

0.95

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
人人

静岡県事故（傷害保険金受領事故）の型別、年度別推移
年　度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

転　倒
63 

64 

54 

57 

22.3%

23.4%

24.0%

29.5%

59 

64 

47 

34 

20.9%

23.4%

20.9%

17.6%

33 

17 

17 

21 

11.7%

6.2%

7.6%

10.9%

26 

15 

20 

15 

9.2%

5.5%

8.9%

7.8%

24 

35 

30 

27 

8.5%

12.8%

13.3%

14.0%

77 

79 

57 

39 

27.4%

28.8%

25.4%

20.2%

282 

274 

225 

193 

100%

100%

100%

100%

蜂蛇犬等からの被害 切擦傷・狭窄傷等 交通事故（道路での） 墜落転落 その他 計

平成21年8月1日 静岡県シ連だより 第28号（6）平成21年8月1日静岡県シ連だより第28号（7）

て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
目

で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
資
料
、作
業
機
材
の
安
全

な
角
度
な
ど
科
学
的
な
実
験

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
実
技
中
心
の
講
演
で
し
た
。事
前

に
セ
ン
タ
ー
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
事
項
を
講
演
の
冒
頭

に
回
答
形
式
で
話
さ
れ
、講
演
が
終
わ
っ
て
休
憩
に
入
っ

て
も
、グ
ル
ー
プ
で
講
師
に
質
問
に
来
る
熱
心
な
参
加
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
発
し
た
事
故
へ
の
対
応
策
と
し
て
、作
業
現
場
に
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
幟
旗
を
掲
げ
て
安
全
意
識
の

高
揚
と
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
た
事
例
、鳶
向
け
の

教
育
の
取
り
入
れ
、、セ
ン
タ
ー
版
の『
ヒ
ヤ
リ・ハッ
ト
事

例
集
』を
作
成
中
な
ど
、工
夫
さ
れ
た
活
動
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
樹
木
の
伐
採
時
に
墓
石
を
壊
し
て
し
ま
い
多
額
な
賠

償
と
な
っ
た
な
ど
事
故
事
例
を
上
げ
て
の
説
明
は
、現
場

の
厳
し
い
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
お
人
柄
か
ら
会
場
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、所
々
に
配
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
と
、ま
た
作
業
用
の
い
で

　
県
連
合
会
で
は
、７
月
13
日（
月
）、静
岡
市
の
静
岡
労

政
会
館
で「
安
全
・
適
正
就
業
推
進
研
修
会
」を
開
催
。

県
内
で
安
全・適
正
就
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
安
全

適
正
就
業
推
進
員
等
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業
途
上
の
事
故
を
防
ぐ
目
的

で
、今
回
は
、基
調
講
演
に
中
央

労
働
防
災
協
会
の
安
全
管
理
士

の
中
野
洋
一
氏
を
招
き
ま
し
た
。

脚
立
を
使
っ
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、も

や
い
結
び
、テ
グ
ス
結
び
や
保
護

帽
、保
護
マ
ス
ク
着
用
方
法
に
つ
い

た
ち
で
周
囲
を
圧
倒
す
る
場
面
も
あ
り
、参
加
者
か
ら

は
笑
み
が
漏
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
、ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
賠
償
事
故
現
場

や
講
習
会
の
様
子

な
ど
の
写
真
に
て
紹

介
し
、た
い
へ
ん
分

か
り
や
す
い
発
表
で

し
た
。
そ
の
他
、会

場
か
ら
の
質
問
に

も
明
確
に
回
答
さ

れ
る
な
ど
、熱
心
な

取
り
組
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

◎
事
例
発
表

　『安
全
意
識
高
揚
の
為
に
』

伊
豆
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
就
業
推
進
員

稲
村
弘
幸
氏

◎
事
例
発
表

　『安
全
就
業
に
つ
い
て
』

牧
之
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
委
員
長

山
本
石
雄
氏

◎
事
例
発
表

　『安
全
就
業
へ
の
取
組
み
』

新
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
就
業
推
進
員

白
井
俊
彦
氏

大道具・小道具を持ち込んでの中野先生

元気印の山本さん(76歳)

気
の
ゆ
る
み

　
　慣
れ
と
油
断
が

　事
故
の
も
と

20・21
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

重篤事故の半数は
「保護帽・安全帯」の 未着装
「なくそう！墜落・転落・転倒」

未着装
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が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
就
業
中
及
び
就
業
途
上
の
事
故
を
防
ぐ
目
的

で
、今
回
は
、基
調
講
演
に
中
央

労
働
防
災
協
会
の
安
全
管
理
士

の
中
野
洋
一
氏
を
招
き
ま
し
た
。

脚
立
を
使
っ
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、も

や
い
結
び
、テ
グ
ス
結
び
や
保
護

帽
、保
護
マ
ス
ク
着
用
方
法
に
つ
い

た
ち
で
周
囲
を
圧
倒
す
る
場
面
も
あ
り
、参
加
者
か
ら

は
笑
み
が
漏
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
、ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
賠
償
事
故
現
場

や
講
習
会
の
様
子

な
ど
の
写
真
に
て
紹

介
し
、た
い
へ
ん
分

か
り
や
す
い
発
表
で

し
た
。
そ
の
他
、会

場
か
ら
の
質
問
に

も
明
確
に
回
答
さ

れ
る
な
ど
、熱
心
な

取
り
組
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

◎
事
例
発
表

　『安
全
意
識
高
揚
の
為
に
』

伊
豆
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
就
業
推
進
員

稲
村
弘
幸
氏

◎
事
例
発
表

　『安
全
就
業
に
つ
い
て
』

牧
之
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
委
員
長

山
本
石
雄
氏

◎
事
例
発
表

　『安
全
就
業
へ
の
取
組
み
』

新
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　安
全
就
業
推
進
員

白
井
俊
彦
氏

大道具・小道具を持ち込んでの中野先生

元気印の山本さん(76歳)

気
の
ゆ
る
み

　
　慣
れ
と
油
断
が

　事
故
の
も
と

20・21
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

重篤事故の半数は
「保護帽・安全帯」の 未着装
「なくそう！墜落・転落・転倒」

未着装
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２１・２２年度役員紹介・第２６回通常総会

役職員研修会「最新の朝鮮半島情勢について」

平成20年度　県内全センターの実績

ＳＰ（シニア・ワーク・プログラム）地域事業〈講習会案内〉

安全就業特集

２１年度新規事業
シニア就業支援プログラム事業（SSP）とは…
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シニアワークプログラム地域事業……高齢者の就職・就業のための講習会（静岡労働局から受託）
　　川根本町シルバー人材センターでは、７月７日から７日間の日程で【家事援助】講習会を実施。初日は特別養護老人ホーム
「とこは」で介護の生の現場を研修しました。また、施設での食事を皆様としながら、諸田施設長から「介護の現状と課題」につ
いて講話をいただき介護への心構えを学びました。

シニア就業支援プログラム（略称:SSP）事業

「シニア就業支援プログラム（略称：SSP）事業」は、厚生労働省が平成２１年度に新規事業
として立ち上げた事業です。静岡県シルバー人材センター連合会(県シ連)が厚生労働省の委託を受け推進
しています。

《事業のご案内》
　●離職中の５５歳以上のシニアで登録された方々に対し、県シ連からセミナーや講習会等の情報提供を
　　します。
　●こうした中から多様な社会参加能力を修得できます。希望者は無料で参加できます。
　●また、企業、団体に求人ニーズ調査・開拓を実施して、希望する登録者には企業、団体へ登録者の情
　　報を提供します。就職希望者にはハローワークにて企業とのマッチングを行います。
　●県シ連では、登録者で60歳以上の方にはシルバー入会をお勧めします。各センターでは入会問い合
　　せの方や入会されなかった方に、この事業への登録をお勧めください。

離職中または離職が予定されるシニアの

職業経験、技術、技能を登録していただき、

就職、就業、ボランティア活動等の多様な

社会参加を応援します。
各地で始まったシルバー講習会

事業の流れ

※詳細及び参加登録はこちらから

※個人情報保護法に則り適正に取扱います。

http://www.shizuoka-ksjc-ssp.ne.jp 検  索


